[bookmark: _GoBack]（１）「子どもの様子」
　・　どの項目もA，B合わせて90％以上あり，特に2～5の項目においては数値が上昇している。１年間の子どもの成長や変容を肯定的に受け止めている結果と考えられる。
　・　1の項目では，前回と変化はないが，夢中になって遊ぶ中に多くの学びがあることから，「夢中になって遊ぶ子どもの育成」に向けてより一層の努力をしていきたい。
　・　2の項目では，思いを言葉や体で表現できるようになってきた一方で，まだまだできない時もある。Cが若干増加している。「自分の思い」を友達や先生に素直に伝えられる力をつけると共に何でも言い合える温かい雰囲気も大切にしていきたい。
　・　3の項目では，幼稚園で飼育物や栽培物を世話し，生長を喜んできた経験が日常生活でも生かさせていると考えられる。一方でCの数値も若干ある。動植物に興味・関心をもち，育てることの楽しさや喜びを味わえる継続的な取組を大切にしていきたい。
　・　4の項目では，A，B合わせて10％以上上昇している。集団生活の中で友達の存在に気付き，きまりを守ることの大切さを感じているのだと考えられる。
　・　5の項目では友達関係が広がったり，深まったりしてきた結果だろう。
　・　6の項目だけ数値が下降している。苦手なこと，難しいことにもあきらめずに挑戦してほしいという保護者の願いを感じる。子ども自らが「やってみよう」と動き出せる言葉かけや働きかけは何なのかを共に考えていきたい。

（２）「幼稚園の取組」
　・　A,B合わせて98％以上ある。幼稚園の取組を肯定的に理解していただいている。
　・　幼稚園の取組や子どもの具体的な姿など分かりやすく発信していくことが，さらなる理解につながると考える。子どもの姿を肯定的に捉える見方や遊びや生活の中での育ちを共有し，子どもの成長を共に喜び合う関係をこれまで以上に築いていきたい。
　・　幼稚園の取組のより一層の充実が子どもの「夢中になって遊ぶ」姿につながると考え，丁寧に取り組んでいきたい。

（３）「家庭では」
　・　A，B合わせて90％以上の項目が多いが，前回に比べて数値の下降が見られる。どの項目も大切なことは分かっていても，時間にゆとりがなかったり，どうやったらいいのか分からないと悩んだりしているという声が聞かれる。子育ての悩みなどを一緒に考え，解決策を探っていけるように幼稚園と家庭との連携を深めていきたい。
・　14の項目について，当初大切にしていきたが，最近十分にできなくなってきている様子が伺える。読書ノートの活用を通して，年間通して継続的に行えるように家庭と幼稚園と共に絵本に触れ合う時間を大切にしていきたい。
・　15の項目について，自分のことは自分でできるようになってきているという子どもの成長が伺える。
